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酸素濃縮器は、内部に窒素を吸着さ
せる性質を持つゼオライトが入ったシリ
ンダーが取り付けられており、コンプレッ

サーで加圧と減圧を繰り返すことによっ
て窒素が取り除かれて酸素が生成される

（PSA方式）。
商品ラインアップは、酸素の供給量

が毎分3㍑で小型犬用の「オキシラン
ドZ-3000」、毎分5㍑で中・大型犬用の
「同Z-7000」、毎分1㍑で移動時など
に使う「オキシビーナスミニ1000」の３
種類。接続して酸素を吸わせるための

ケージもXSからLまで４
種類の大きさを用意して
いる。

料金は主力のZ-3000
が基本契約料9500円で
レンタル料が月1万円。
買い取りの場合は20万
1850円。ケージは全て買
い取りで、スクエアMサイ
ズが9900円（税込み）。

同社はベンチャー企業
として2000年に創 業、
22年11月に電子機器メ
ーカーのエッチ・エム・イー

（三重県桑名市）が買収し、全額出資
子会社として事業を本格化した。

この１年間で約1万台を出荷、中期的
には親会社のセンサー技術との相乗効
果や外部企業との連携により５万台の

出荷を目指す。
深澤将一・取締役経営戦略室長は

「顧客とのSNS交流など、酸素でペット
が元気になる事例を見える化していきた
いです」と話している。

YouTubeやTikTok、インスタグラ
ムなどで活躍する“洗車系インフルエン
サー”の土屋勇人さんと、杏里さん夫婦
が代表を務める店舗。これまでは出張
洗車を手掛けていたが、昨年10月に実
店舗を構えた。

“完全オーダーメードの洗車”が特
徴。洗車職人である土屋さんが、まずは

愛車の気になる汚れ部分や洗車後のイ
メージなどをヒアリング。そのうえで最
適な洗車方法を提示し、作業に入る。

洗車と磨きのみの場合、午前9時に
引き取って午後7時以降に完了、コー
ティング込みだと翌朝に引き渡す徹底
ぶりだ。作業中は代車も用意する。

もともとクルマ好きだった勇人さん。
中でも「ビフォーアフターが分かりやす
い」という理由で「洗車」が好きになり、
技術も独学で身に付けた。そして本格
的にビジネスにしたいと脱サラを決意。
杏里さんも背中を押した。

杏里さんは“広報役”となり、
洗車の様子などをSNSで積極
的に発信。全国の愛好家から
知られる存在になった。

今やYouTubeのチャンネ
ル登 録 者 数は1万5000人、
TikTok3万人、インスタグラ
ム1万1000人のフォロワー数
を獲得。全国から続 と々客が
やってくるという。

■洗車専門店の自社商品
また、洗車ビジネスの傍ら

でオリジナルの商品開発に
も着手。水あかを取りフッ素
コートで傷埋めできる万能型の「TRY 
CLEANER」と、シミやウロコ状の水
あかを落とす酸性クリーナー「TRY 
SANSEI」の2種類を商品化した。「自

分で使いたいと思える商品がなかった
から開発しました」と勇人さん。将来は
洗車事業とともにメーカー事業も育成
したい考えだ。

TRY WASH（横浜市金沢区能見台東）は、運営する「洗車コーティング専門店・
TRY」で、1日1台限定、完全予約制のプレミアム洗車・コーティングサービスを始め
ている。プロが自慢の愛車を1日かけて洗車し磨き上げ、希望によりガラスコーティ
ングまで施す。

ユニコム（川崎市宮前区梶ヶ谷、☎044・870・9602）は、酸素濃縮器を利用
したペットの健康事業を拡大する。事業本格化から１年、これまで動物病院との連
携を中心に犬や猫のケージ内に高濃度酸素を送るシステムで重症のペットの看取
り需要に対応してきた。2年目はペットの健康維持の用途に事業を拡大し、ペット
ショップや屋外イベントでの展示を増やすほか、外部企業との連携により商品群も
拡充を図る。

TRY WASH、二人三脚で全国から顧客獲得
1日1台限定の洗車サービス展開

ユニコム、外部連携で商品群拡大へ
高濃度酸素でペット元気に 

自動化装置の設計、製造を手掛け
る星工業（相模原市中央区田名塩田、
☎︎042・777・3366）は、自社生産し
た機械が完成すると、関わった社内関
係者全員を集めて「鑑賞会」を開いて
いる。顧客に納入する前のタイミング
で実施。営業技術部や部品加工の担
当者などが参加して意見交換をして
いる。
鑑賞会の中で、「あなたの部品はこ

こに使われている」「この部品は素晴
らしい」「ここはこうすると良かった」
など、完成品を見ながら感想を述べた
り、アドバイスをしたりすることで、モ
チベーションアップにつなげていると
いう。「せっかく装置を作っているの
だから、自分がどこの部分を担当した
のか、完成品で見てもらいたいとい
う気持ちで始めました」（田中裕二社
長）。

同社は受託生産が主力事業のた
め、今までは展示会出展や新規営業
をするにも、秘密保持契約の関係上、
展示できるものがなかった。ただ、「鑑
賞会」の成果もあり、最近では社員た
ちがサンプル装置を製作するようにも
なったという。
「社員からこんなことをやってみた
い、というアイデアもよく出てくるよう
になりました。モノづくりは楽しい、と
いう思いを共有したいです」と、田中
社長は語っている。

出荷前の機械、社内で「鑑賞会」
星工業、社員の士気向上つなげる

人、金属、樹脂、衣類にもやさしい
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お買い求めの方はこちら▶

ポストコロナ時代

前回は「ご葬儀と多様性」について、
時代の変化やグローバル化に伴い、街
の葬儀会社にも多様性が求められるよう
になってきたことをお伝えしました。

今回は前回の続きとし
て、外国籍のご遺族の方な
どとのコミュニケーションに
ついてお話をいたします。
前回お話ししたように、一

部の教会やお寺などでは、世
界各地の信仰をつなぐネットワーク組織
のようなものがあり、異国の地で亡くなら
れた場合でも、この組織に協力してもらう
ことで、スムーズにご葬儀を進められる

場合があります。
しかし、ここで問題になるのが外国籍の

ご遺族とのやりとりです。言葉の壁などは、
ネットワーク組織のサポートや翻訳機などを
活用することで解決できますが、文化の違
いを伝えるのは簡単ではありません。

ご遺体や遺品の取り扱いなど、各国の
規制や航空会社での受け入れに関する
取り決めなどがあり、ご意向に添えない
場合があります。

ですが、私たちのコミュニケーションの
大切な目的は「お互いに理解をするこ
と」です。まずは日本とその方の母国で
は文化が違うこと、自分の常識は相手の
非常識である可能性を念頭に、説明は
簡潔な言葉で丁寧に行います。

敬語を使わない方が伝わりやすい時も
あるので、失礼を承知の上で、状況によりフ
ランクに説明をする場合もあります。そし
て、相手から聞いた内容を「あなたの言って

いることは、こういうことですよね」と、聞き
返すことで、認識に差がないことを確認し、
安心していただきながら話を進めます。

ご遺族に事実を詳細に伝えて理解しても
らえるよう努め、日本で必要とされる手続き
を迅速かつ確実に行ってもらうため、試行
錯誤を繰り返しながら「より良いコミュニケ
ーションを行えるよう」に日々 努力していま
す。今回もご参考になれば幸いです。
 （fami友葬・清水ふじ代）

社長さんが知っておきたい社長さんが知っておきたい
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